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れる情報は一 切公開しません。

本研究の研究対象者に該当すると思われる方又はその代理人の方の中で試料・診療情報

等が使用されることについてご了承頂けない場合は、 下記お問い合わせ先までご連絡くだ

さい。 研究対象者から除外させていただきます。 但し、 そのお申出は研究成果の公表前ま
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日本における集中治療室入院患者に対する早期離床の実態調査

Early Mobi I ization Practices of Adult Patients admitted to ICU in 

Japan: A one-day Point-Prevalence Study (EMJ PoP study)に関する研究

1. 研究の対象

2023年8月1日 から 2026年3月31日 までの間に、 当院の高度救命救急

センタ ーで早期離床・ リハビリテ ーションを受けられた方

2. 研究実施期間

2023年8月1日 から 2026年3月31日 まで

3. 研究目的・方法

目的：下記の診療情報等を利用し、 日本の集中治療室に入室している重症患者における

離床・ リハビリテ ーション実施率、 ならびに離床が実施できなかった患者の患者情報か

らその阻害因子について検討します。

方法：この研究に使用する情報として、 診療情報から項目4に記載する情報を抽出し使

用させていただきますが、 氏名、 生年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除

し使用します。 また、 あなたの情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心

の注意を払います。






